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シ
ク
ロ
ケ
ム
（
東
京
都
中

央
区
、
☎
０
３
・
６
２
６
２
・

１
５
１
１
）
は
、
環
状
オ
リ

ゴ
糖
の
一
種
・
α
オ
リ
ゴ
糖

（
α
‐
シ
ク
ロ
デ
キ
ス
ト
リ

ン
）
の
腸
内
環
境
改
善
効
果

に
関
し
て
数
多
く
の
エ
ビ
デ

ン
ス
を
積
み
重
ね
て
き
た
。

　

一
方
、
近
年
の
研
究
で
γ

オ
リ
ゴ
糖
（
γ
‐
シ
ク
ロ
デ

キ
ス
ト
リ
ン
）
の
優
れ
た
整

腸
効
果
も
明
ら
か
に
な
っ
て

お
り
、
同
社
で
は
「
α
」
と

「
γ
」
を
併
用
し
た
健
康
づ

く
り
を
提
案
し
て
い
る
。

　

シ
ク
ロ
デ
キ
ス
ト
リ
ン

は
、
グ
ル
コ
ー
ス
の
分
子
が

環
状
に
結
合
し
た
特
徴
的
な

構
造
を
持
ち
、
α
オ
リ
ゴ
糖

は
６
個
、
γ
オ
リ
ゴ
糖
は
８

個
の
グ
ル
コ
ー
ス
分
子
か
ら

構
成
さ
れ
て
い
る
。

　

α
オ
リ
ゴ
糖
の
腸
内
環
境

改
善
作
用
に
つ
い
て
は
、
腸

内
の
バ
ク
テ
ロ
イ
デ
ス
菌
を

増
殖
さ
せ
る
こ
と
で
酪
酸
や

プ
ロ
ピ
オ
ン
酸
と
い
っ
た
短

鎖
脂
肪
酸
の
産
生
量
を
増

加
さ
せ
る
効
果
を
確
認
し
、

２
０
１
８
年
に
論
文
発
表
を

行
っ
た
。

　

腸
内
で
産
生
さ
れ
た
短
鎖

脂
肪
酸
は
腸
管
上
皮
細
胞
を

も
確
認
さ
れ
て
お
り
、
乳
酸

菌
飲
料
や
ヨ
ー
グ
ル
ト
な
ど

乳
酸
菌
配
合
製
品
と
相
性
が

良
く
、
相
乗
効
果
が
期
待
さ

れ
て
い
る
。

海
外
か
ら
の
引
き
合
い
が
好
調

「
α
」
と
「
γ
」
の

相
乗
効
果
に
期
待

江
南
化
工

シ
ク
ロ
ケ
ム

シ
ク
ロ
デ
キ
ス
ト
リ
ン

　

江
南
化
工
（
三
重
県
四
日

市
市
、
☎
０
５
９
・
３
９
７
・

２
６
１
２
）
は
、
独
自
技
術

を
用
い
て
ヒ
ト
エ
グ
サ
（
ア

オ
サ
海
苔
）
か
ら
抽
出
し
た

粉
末
原
料
「
ラ
ム
ノ
ッ
ク
ス

１
０
０
」
を
取
り
扱
っ
て
い

る
。

　

同
品
は
、
ヒ
ト
エ
グ
サ
の

細
胞
と
細
胞
の
間
に
存
在
す

る
水
溶
性
食
物
繊
維
で
あ
る

ラ
ム
ナ
ン
硫
酸
を
７０
％
含
有

で
規
格
。
昨
年
に
は
ラ
ム
ナ

ン
硫
酸
を
関
与
成
分
と
し
て

「
便
秘
気
味
の
方
の
排
便
回

数
を
増
や
し
、
便
通
改
善
に

役
立
つ
こ
と
が
報
告
さ
れ
て

い
ま
す
」
の
表
示
で
機
能
性

表
示
食
品
の
届
出
が
受
理
さ

れ
た
。

　

目
安
摂
取
量
は
、
ラ
ム

ノ
ッ
ク
ス
１
０
０
で
１
２
５

ｍｇ
／
日
（
ラ
ム
ナ
ン
硫
酸
で

８７
ｍｇ
／
日
）と
な
っ
て
お
り
、

ラ
ム
ナ
ン
硫
酸
に
よ
る
機
能

生
菌
と
同
水
準
の

善
玉
菌
量
増
加
率
な
ど
確
認キ

テ
ィ
ー

殺
菌
ビ
フ
ィ
ズ
ス
菌

　

キ
テ
ィ
ー
（
東
京
都
中
央

区
、
☎
０
３
・
６
４
５
７
・
７

９
９
０
）
は
、
ヒ
ト
由
来
の

ビ
フ
ィ
ズ
ス
菌
を
独
自
の
方

法
で
加
熱
処
理
し
粉
末
化
し

た
「
ビ
フ
ィ
ス
リ
ム
菌
Ｋ
Ｈ

Ｍ
０
０
１
」
を
供
給
す
る
。

　

ヒ
ト
モ
ニ
タ
ー
試
験
で

は
、
善
玉
菌
量
の
増
加
率
及

び
悪
玉
菌
量
の
減
少
率
は
生

菌
ビ
フ
ィ
ズ
ス
菌
と
同
水
準

で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て

大
学
と
共
同
に
よ
る
ｖ
ｉ
ｔ

ｒ
ｏ
試
験
に
お
い
て
、
ヒ
ト

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
や
Ａ
型
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
、

お
た
ふ
く
か
ぜ
ウ
イ
ル
ス
な

水
溶
性
ヒ
ト
エ
グ
サ
抽
出
物

　

同
社
で
は
、
新
た
な
ヘ
ル

ス
ク
レ
ー
ム
に
対
す
る
ア
プ

ロ
ー
チ
も
含
め
、
現
在
も
引

き
続
き
機
能
性
に
関
す
る
研

究
を
進
め
て
お
り
、
腸
内
環

境
に
関
す
る
新
た
な
論
文
も

投
稿
中
。
今
後
は
国
内
市
場

に
加
え
て
人
気
が
高
く
、
引

き
合
い
の
多
い
海
外
へ
の
拡

販
に
も
注
力
し
て
い
く
方
針

だ
。

性
表
示
食
品
は
国
内
初
。
硫

酸
化
多
糖
類
に
よ
る
便
通
改

善
表
示
は
珍
し
く
、
そ
の
他

の
便
通
改
善
素
材
と
作
用
機

序
の
違
い
な
ど
か
ら
差
別
化

に
も
期
待
で
き
る
。

　

ま
た
、
届
出
が
受
理
さ
れ

た
便
通
改
善
の
ほ
か
に
も
免

疫
賦
活
、
血
管
の
抗
炎
症
作

用
、
抗
ウ
イ
ル
ス
作
用
、
コ

レ
ス
テ
ロ
ー
ル
低
下
作
用
、

抗
肥
満
作
用
な
ど
の
機
能
性

が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

　

海
外
か
ら
の
人
気
が
高

く
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
や

米
国
、
ス
ペ
イ
ン
、
台
湾

な
ど
へ
の
販
売
が
増
加
。
現

在
フ
ラ
ン
ス
や
ベ
ル
ギ
ー

か
ら
も
問
い
合
わ
せ
が
来
て

お
り
、
特
に
血
管
の
炎
症
抑

制
や
柔
軟
性
を
目
的
と
し
た

製
品
へ
の
用
途
が
多
い
と
い

う
。

　

抗
ウ
イ
ル
ス
作
用
に
お
い

て
は
、
２
０
２
０
年
に
中
部

包
接
す
る
特
性
を
持
ち
、
健

康
食
品
成
分
の
水
溶
性
や
安

定
性
の
向
上
、
苦
み
や
に
お

い
の
マ
ス
キ
ン
グ
な
ど
に
広

く
利
用
さ
れ
て
き
た
。

　

同
時
に
、
γ
オ
リ
ゴ
糖
は

消
化
酵
素
の
ア
ミ
ラ
ー
ゼ
に

よ
っ
て
緩
や
か
に
分
解
さ
れ

る
た
め
、
小
腸
で
は
乳
酸
菌

の
エ
サ
と
な
る
が
、
一
部
は

分
解
さ
れ
き
ら
ず
に
大
腸
ま

で
届
き
、
ビ
フ
ィ
ズ
ス
菌
の

エ
サ
と
な
る
。

　

実
際
に
、
米
国
の
ア
ボ
ッ

ト
社
と
イ
リ
ノ
イ
州
立
大
学

の
共
同
研
究
で
は
γ
オ
リ
ゴ

糖
の
乳
酸
菌
お
よ
び
ビ
フ
ィ

ズ
ス
菌
の
増
殖
作
用
お
よ

び
悪
玉
菌
で
あ
る
ウ
ェ
ル

シ
ュ
菌
の
抑
制
作
用
が
確
認

さ
れ
て
お
り
、
本
研
究
は

２
０
２
２
年
に
論
文
発
表
さ

れ
た
。

　

こ
う
し
た
作
用
機
序
の
違

い
か
ら
「
α
」
と
「
γ
」
を

同
時
に
摂
取
す
る
こ
と
で
相

乗
効
果
が
期
待
で
き
る
と
し

て
お
り
、
今
後
は
こ
れ
ら
を

併
用
し
た
処
方
提
案
な
ど
も

行
っ
て
い
く
考
え
。

　

殺
菌
体
で
あ
る
た
め
加
工

時
に
濃
縮
が
可
能
と
な
り
、

よ
り
多
く
の
量
を
摂
取
で
き

る
。
ま
た
、分
散
力
に
優
れ
、

製
品
の
風
味
や
食
感
を
損
な

わ
ず
に
加
工
で
き
る
こ
と
か

ら
、
幅
広
い
食
品
に
配
合
が

可
能
。
ア
レ
ル
ゲ
ン
フ
リ
ー

で
製
造
ラ
イ
ン
で
の
コ
ン
タ

ミ
も
気
に
せ
ず
に
使
用
で
き

る
こ
と
も
メ
リ
ッ
ト
だ
。

産
ブ
ル
ー
ア
ガ
ベ
の
茎
を
圧

搾
、
精
製
し
た
水
溶
性
食
物

繊
維
「
有
機
ア
ガ
ベ
イ
ヌ
リ

ン
」
を
供
給
す
る
。

　

チ
コ
リ
イ
ヌ
リ
ン
や
合
成

イ
ヌ
リ
ン
と
比
較
し
て
高
分

子
を
多
く
含
む
た
め
、
浸
透

圧
性
の
下
痢
を
起
こ
し
に
く

い
。
難
消
化
性
デ
キ
ス
ト
リ

ン
に
比
べ
、
約
６
倍
の
ビ

フ
ィ
ズ
ス
菌
成
長
促
進
効
果

を
示
す
デ
ー
タ
も
報
告
さ
れ

た
。

　

ま
た
日
本
及
び
Ｅ
Ｕ
の
有

機
認
証
を
取
得
し
、「
有
機
」

を
表
示
で
き
る
珍
し
い
プ
レ

バ
イ
オ
テ
ィ
ク
ス
素
材
。
賦

形
剤
不
使
用
の
１
０
０
％
製

剤
で
あ
る
こ
と
も
特
長
で
、

サ
プ
リ
メ
ン
ト
や
青
汁
の
ほ

か
、
食
物
繊
維
強
化
の
目
的

で
一
般
食
品
へ
の
採
用
も
増

え
て
い
る
。

活
性
化
さ
せ
、
酸
素
消
費
を

促
進
す
る
こ
と
で
大
腸
内
の

酸
素
濃
度
を
低
下
さ
せ
る
た

め
、
ビ
フ
ィ
ズ
ス
菌
や
バ
ク

テ
ロ
イ
デ
ス
菌
と
い
っ
た
偏

性
嫌
気
性
菌
に
優
位
な
環
境

を
整
え
る
た
め
、
α
オ
リ
ゴ

糖
を
摂
取
す
る
こ
と
で
善
玉

菌
が
増
殖
す
る
と
と
も
に
、

悪
玉
菌
の
増
殖
を
抑
制
す
る

と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　

一
方
の
γ
オ
リ
ゴ
糖
は
、

α
オ
リ
ゴ
糖
よ
り
も
大
き
な

環
状
構
造
を
有
す
る
た
め
、

さ
ま
ざ
ま
な
有
機
化
合
物
を

お
り
、
お
通
じ
の
回
数
・
便

臭
改
善
も
明
ら
か
に
な
っ
て

い
る
。

　

最
新
の
ｉ
ｎ
ｖ
ｉ
ｔ
ｒ
ｏ

試
験
で
は
同
素
材
が
コ
レ
ス

テ
ロ
ー
ル
を
吸
収
す
る
腸
管

細
胞
に
対
し
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
吸
収
後
の
排
出
作
用
を
高

め
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
最
終
的
な
取

り
込
み
量
を
抑
制
す
る
機
能

に
期
待
で
き
る
。

ど
の
エ
ン
ベ
ロ
ー
プ

型
ウ
イ
ル
ス
の
増
殖

抑
制
作
用
が
確
認
さ

れ
た
。

　

ま
た
ラ
ム
ナ
ン
硫

酸
に
は
、
乳
酸
菌
生

菌
の
増
殖
促
進
作
用

テ
ル
ヴ
ィ
ス

　

テ
ル
ヴ
ィ
ス
（
東
京
都
中

央
区
、
☎
０
３
・
３
８
０
８
・

０
６
９
４
）
は
、
メ
キ
シ
コ


